



Influence of the Dietary Protein Level and its Quality on the Protein 
Metabolism in Human Subjects. 























聞は何れも 2-3週間或はそれ以 1ての長期とし、 且つその平衡と笑験前の条件との闘lW~を覗うため、
笑験開始前自由食の尿笠紫排池畳をも併せて測定した。
先ず蛍白質の量的変化による影響を知るための笑験を行った。そのため熱盤は?iIに仕1)1毛るだけ一




材 1;抗日| 蛋白量 | 使要蛋管とそ皇|熱量 I~~t:r;':， æ~I/~~hl \ 1動植比
| |計算飽| 実測値(N) I 
全Os220 (g)1 ~鉛 5F| 臼 O(835)1 1 : 1. 0
凍豆健40，焼豆惰1101 24108 日 1 55.0( 8.ω) I(動，0)
5互~i3o I 2210， 58 I 49.8( 7.96) 11:1.1 
i踏ま建設iP4捌I_~I~1.7( 8m恒三
初乳20 I I 
会卵5ゆ 1 2295: 62 1 52.7( 8.44) 11:3.3 
凍豆腐3o I I 
寝室税協同831…25)1玄 5
小豆200，凍豆鑓12oI 28訓 147I 121.4(19.42) I(動，0)
E豆弱40，焼豆億65o1 22801 122 1 94.4(15.11) I(動，0)
粉乳150，カゼイン印 If)，，~n1 1A" 11')g 1(10品、I，.n"
全卵日，凍5i~毒30 IゐωVj... 1 "ω ・ ~\.&.ò7・w川 &・v. ....
(米側 | 竺70己:_I~7.8( 286) 1<批0)




















'53 8. 9-( 23日}
'54 3. 2-( 20日)
'52 9.15-( 21日)
9. 6-( 16日)





(註) * 食費変化の実験K用いたもので更に (第2表)にまとめた。
料米(使用批3∞g)以外のものを記す。
第 2表 食 質変 化例 立立に 用いた食餌組成 ( 1日平均)
滋蛋(米 自磁訟)| 添 加1 蛋 白 昼食餌区分 熱 i設 全E援臼盆 皇 純物性 | 動物性(筋肉) 動組 i七
全 ~ß 食 (cal) (g) (g) (g) 26.1 (0 ) (g) 1 : 1.0 2280 52.0 25.9 。
豚 肉 食 2210 49.8 25.9 。 24.4 (24.4) 1 : 1.1 
植物性食 2409 55.0 25.9 29.6 。 ( 3.8) (動， 0) 
















. 食品配合 の 具体例と献 立 例
(1) 
|使用怨|鮒 |蛋 白 盆
米 ld対鴬iTF5
澱粉 l ぬ1 1701 O.ωI 0.40 
豚肉 1 20 













玉葱1 1001 231 0.6214.63 






澱粉 1 1 1 1201 1. 
砂紡 1 5 120 5 110 95 
醤油 1 301 2.71 301 2.71 301 2.71 551 4.51 301 2.7 









基司書食時、ビタミン含有祉はA : 24∞I.U.; B 1. : 1.0 
mg; B宮:0.8mg; C : 85mgであるが別K毎日或は
隔日に Panvitan 1錠を納紛した。
4占 ~ 食 低蛋 白 食(1) 低 lf 1'1食 (1) 品百物性高lf臼食
献立|付 料 |側盆 ;献立|材 料 |使用量 ;献立|材 料 |使用量 献立|材 料 |使用量
米 1印 (g忌)l伺ド 砂澱 粉絡 日 (g)
紛S砂E 粉紛乳
50 (g) 
煮f 人小凍む 米盗豆 豆虜参sぎz 
1∞ (g) 
市凍み，'1豆 3瓜軍そ鹿事
30 ト 50 33 
み
EQ 4Z i I ~ 20 1.5 
ω10 餅 "・ ~ 18 ス バター 30 
そ ト 自白 1 
40 
窃j 50 玉 葱. 30 5 
汁 L、 筆、 30 10 
Tこ パク ー 2 
物 1 砂1し;~ょ鈴うゆ槌 30 
家めt liA 0.5 
20 




献立|材 料|使用量献立|材 料|使用量 |献立|材 料|使用盛 献立|材 料 |使用量
1印 匂) a砂E 粉絡 68 (g) 米 150 (g 米 1∞匂)
ト 70 物設 白しょう菜ゆ
40 豆 33 バター 40 3 塩 1.5 ラード 3 盗 1.5 
砂1*豆寝絡 20 ・ごτ しょ題うゆ 10 .5 南玉ラ ー 葱瓜ド
3 南馬鈴薯瓜
日 空ま 2 
ス 20 煮 55 
しょ邸うゆ
1 
ボ 胡 淑少々 20 葱、 20 物 15 
イポ ト ナッツ Y，ih2b吋 人玉砂 葱参積 10 
JレテJ 尽鈴極 喜f. 田 メツク. 60 30 1 
理I街鈴E瓜
10 か 20 ドト
50 物 ょ密う 1 5 ら
錫庖ti 南 瓜
50 揚 40 しゅ 15 日
ラ 1ー3量 ド 2 ラード
131 天I 卵馬雨 鈴 薯瓜白 10 し 査長
10 




娃 人参 15 物
h包. 20 え 1 m: しょ主主うゆ 日 トマト 30 I ~玉誉:
30 3 
5 人王宮:参 20 少々5 
盗丹下
1 ら極 1 30 
l物 塁砂手
5 ラード 5 自 20 











米 150 米 100 米 (g)1 I >J.L I 11V¥ (g) 150 米 00
羽人王い白lん3語げ菜ん樹参議
10 ラード 12 全
9主瓜H 40 
ムl 34 
L、 10 妙 しょうゆ 15 附 L、 5 h白 2 
玉陶人 議草瓜書、




4 事怠 20 
め ラード 2 足量 1 5 
尚砂しょう瓜利ゆi 
20 砂税i 3 
砂しょ邸う組ゆi 
3 飯 トマト 20 il 5 ふ 6 ;t 15 胡 娘 少々 ラ ード 5 4 1 





1∞ 錦 葱 3 20 5 60 
人しょう参ゆ
2 玉尽鈴 10 
50 ロ 10 2 5 オ 巻10 
)1〆 50 Ii 0.5 平 ラード 1 ラ ード 5 15 砂しょう結ゆ 6 ム 題 2.5 7 馬鈴喜善 却 4 
初淑 少50々
自 少々 玉 葱 10 lノ 室長 あ 南人 参瓜 25 棒 砂 旦~I 10 トマト ぶどう 70 14 30 
‘7 ん 葱 3 館 当証 1 
ラード 5 玉F馬~J 鈴瓜3葱5 30 か 砂しょ趨う絡ゆ 5 庖 10 5 錫 25 l;t 1.5 
げ ラード 1 恕 10 





















( I ) 実験成績
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由 尿 N 8.67 8.29 
25/VIII-(21日) 18/VIII(17日)
1ま 摂取 N 12.25 12.25 
• 
便 N 1.68 1.17 
禅i
吸収 N 10.57 10.78 
食 尿 N 9.28 9.19 
出 納 +1.29/日 (+27.1) +1.69/日 (+28.7)
即 X~ ln/IX~ 仰 88)1附 X-{民 (8日)1 (13日) (8日)1 (8日)
蛋 摂取 N 2.83 2.83 
自 便 N 1.02 1.17 
食 吸収 N 1.81 1.61 
(I) 尿 N 4.33 2.62 
(2ゆg)出 納 -23ml-1M -2.67/.目4)|l-0.96/.目7) (18.8)1 (14.8) (-21.4)1 (ー 7
m~ lm~ 別 X~flX~
1民 (14日)1 (7日) (12日)1 (14日)
蜜 摂取 N 6.11 6.11 
自 使 N 1.32 1.31 
食 吸収 N 4.79 4.80 
(1) 尿 N 4.16 5.26 3.81 5.21 














































































22'f 0 nlo 
.¥ん，円
(1 ~ 5 3年3








. ， ， ， 織成の問題に多くの示唆を与え
1& I綬取N陣 NI吸収NI尿 NI出納-r. -.-1-- r----r'- 1 るものと思われる。
G I J5315ル 附 18曲 1.32I 7必 8.071-0.59
大豆
Y.N.r5320/VI -(15日)18.80 11.39 1 7.41 1 8.58 1-1.17 
G.I. 53 29/VI -(13日) 8.24 1.21 7.03 6.66 +0.37 
全卵
Y.N(532川 ~α 8.31 1.12 I 7.19 6.98 +0.21 
G. 1 .1' 53 ll/IX -(12日) 8.27 1.33 1 6.94 7.04 -0.10 
凶 合 一
Y.N. '53 16/VIII-(29日) 8.27 1.26 7.01 7.12 -0.11 













第 5 • 窒 素構 成分の変 動
(1日平均単位g)
百下型|金 I N 卵 |植 物性 |混合(1) 植 物性|豚 卵 |混合(1)
総 N 6.553 7.752 8.忽)8 8.582 7.制。 7.∞3 7.114 
尿 索 N 5.214 6.329 6.705 7.119 6.251 5.382 
5.799 
(79.6) (81.6) (82.4) (83.0) (81.8) (76.9) (81.2) 
N アンモとァ N 0.393 0.447 0.453 0.420 0.4∞ 0.618 0.475 ( 6.0) ( 5.8) ( 5.5) ( 4.9) ( 5.2) ( 8.8) ( 6.0) 
クレアチニン N 0.482 0.473 0.457 0.529 0.531 0.503 o.必O( 7.4) ( 6.1) ( 5.6) ( 6.2) ( 7.0) ( 7.2) ( 6.7) 
成
尿 酸 N 0.129 0.157 0.198 0.198 0.133 ( 2.0) ( 2.0) ( 2.3) ( 2.6) ( 1.9) 
分 計
6.218 7.406 8.266 7.380 6.636 
(94.9) (95.5) (96.3) (96.6) (94.8) 









































































































































































摂取 N 15/¥'! (28日} 12/¥'1 (23日)8.80 15.11 
五 使 N 1.32 2.33 
年 吸収 N 7.48 12.78 
七
回月 尿 N 8.07 13.43 
出 納 -0.59(ー 16.5) -0.65(ー 15.0)
粉乳・全卵基司直食 高紛乳蛋・カゼイン臼食
( 
摂取 N 311 (27日} 2/1 (20日)第一 8.44 19.49 
九
五 使 N 1.48 2.05 
二年四
吸収 N 6.96 17.44 
閏月 尿 N 7.79 14.86 




示した例では次の点に~1J;jえがある。目11 ち前述の様tlζ食僻条件は日 #ri;;食と大差のない量で、 そのうち


















て新たなレベルtζ移行する事となるであろう。手~kの笑験で自由食から基準食へ、 líXは (20g) ;から
(40g)へと移行した場合Iζ見られた極めて緩慢は排池量の変化は前者の場合に相当し、基準食から























The influence of the dietary protein level and its quality on the protein metabolism 
was observed by estimating the level of the nitrogen balance in several human male 
adults. 
Even if the dietary protein was supplied in the same level (60 or 80 gm/day)，・the
level of the nitrogen balance was variable readily with the changes of the dietary 
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-182ー 弁上・新山・小石・玉1-l・舟木.f1!1悶・斎必:食餌蛋自の蛋白代謝』ζ及1ます影型車
of the body， so that in many伺 sesof our experiments the zero-balance could not be 
attained. 
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